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電子政府と市民・企業の関係

• E-InterGovernment Relationship:
　中央ー地方政府間の平等な統合関係

• E-Government - Business Relationship：
　企業への情報・サービス提供と電子商取引・企業
活動の支援（G2B:国家総合調達システム）

• E-Government - Citizen Relationship：
　市民への情報・サービス提供と双方向的なコミュ
ニケーションを前提にしたCRM関係構築



政府・企業間の関係変化

• 政府優位：規制者ー規制を受ける側：産業
化時代

• 企業の専門性・技術向上、政府の
Outsourcing増加：IT進化

• PPP:Public-Private Partnership(官民協働）



韓国の超高速Internetの普及状況

• 超高速Internet加入者：1､150万

• 全国の町村地域の100％へ普及

• 全国の1，430万世帯の７3％へ普及

• Internet利用者比率： 3，000万人

• 移動通信加入：3，400万（国民74％）

• Home Network,DMB,u-Korea



u-koreaと８・３・９戦略

• 国民所得2万ドル達成
• 国家成長競争力の確保
• ITを活用した産業生産性の向上
• 知能基盤社会の実現（u-korea）
• 個人情報保護とdigital divide解決



８・３・９戦略：８つのサービス

• WiBro（Wireless Broadband）
• DMB(Digital Multimedia Broadcasting)
• ホームネットワーク
• テレマティクス（Telematics ）
• RFID
• W-CDMA
• 地上波デジタル放送
• インターネット電話（VoIP）



８・３・９戦略：３つのインフラ

• BcN(Broadband convergence Network)
• USN(Ubiquitous Sensor Network)
• IPv6



８・３・９戦略： ９分野の成長製品
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韓国電子政府のビジョン

• サービス提供の革新：ネットワーク政府
• 行政効率性及び透明性の向上：知識政府
• 国民主権の実現：参加政府



韓国電子政府の推進方向

• 電子文書行政の実現
• サービス中心のBPR
• Online/One-stop
• E-Democracy/電子的参加の拡大
• 情報・資源の統合的管理
• 共通標準・相互連携
• 電子政府重点31事業実施



電子政府のサービス目標（2007）

• 行政サービスの電子化：15％⇒ 85％
• 企業支援競争力：24位⇒10位
• 役所訪問数：10回⇒3回（年）
• 電子政府活用率：23％⇒60％



電子政府agenda

• 電子的業務処理
• 行政情報の共同利用の拡大
• サービス中心の業務再設計
• 国民サービスの拡大
• 企業関連サービスの拡充
• 情報資源の統合・標準化
• 人材・組織の専門化



電子政府構築のRoadmap

• 2003年8月：３１の重点課題
• 2004年：インフラ構築
• 2005年：システム構築・BPR・サービス改善
• 2006年：システム統合・サービス革新
• 2007年：統合サービス・政府革新・推進成
果の評価



韓国の電子政府構築の状況

・　2002年11月1日 電子サービス開始

• 電子申請：４００種
• 電子認証、電子決済：160種

• 申請書類提供：4､000種

• 行政サービスのインターネット交付（2003年9月）

• 電子政府サービス世界5位（2004）

• u-Korea/u-Gov構築



韓国の電子申請と交付

• 行政サービスのインターネット交付（2003.9）

• 各家庭と事務室のpcから出力

• 土地台帳・個別公示地価証明・国民基礎年
金受給者証明

• 住民票・印鑑証明・戸籍謄本（2004年）

• 全国の建築物台帳インターネット交付（2005.1）

• 印鑑証明の交付確認サービス（2005.1）



インターネット交付サービス

• 証明書の申請目的が会社提出用の場合、
申請書類を会社の電子メールで送信し、そ
の受け取りを確認するサービス

• インターネット交付書類の偽造確認サービス：
www.egov.go.krから交付された文書番号で交付
されたもとのデータが確認できるサービス

• モバイル認証・申請サービス（2005）



電子政府構築の成果１

• 住民・戸籍・国税等２０種の共同利用　
• 20種類添付書類の廃止
• 納税者の24％、電子申告・納付・証明書
• 電子入札91．4％、購買97％
• 国民年金・産災保険・健康保険・雇用保険
の連携：One-stop サービス

• 市町村行政総合情報システム：住民・車輛・
戸籍等の電子化



電子政府構築の成果２

• 転入届け出で車輛・保険・福祉等10の情
報が一括変更

• 国民基礎生活申請：15種類から1種類へ
• 電子決裁：91．3％
• 電子文書流通：82．9％
• 電子申請と交付の拡大
• 1日電子申請と交付：1，000件



電子政府の重点事業
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Kiosk Service

　　　　　







電子署名と個人認証

• 電子署名法（1999．2）
• 韓国情報保護振興院（1999．7）
• ６の認証機関
• 電子署名の相互連動（2002．4）
• 全公務員へ行政電子署名普及（2002．12）



韓国の認証機関と利用者数

• 韓国情報認証（706，697）
• 韓国証券電算（1，664，867）
• 金融決裁院（5，025，875）
• 韓国電算院（600，397）
• 韓国電子認証（86，706）
• 韓国貿易情報通信（7，018）
• 利用者：8，091，560
• 2004年：1千万以上予想
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電子署名の拡大

• 2000年サービススタート
• 2001年：1年間無料
• 2001年：調達庁の電子調達・入札
• 2002年：電子署名の相互連動（105機関）
• 2003年：無線PKIサービス（mobile banking)
• 2004年有料サービス化（e-Govサービス無料）
• 無線電子取引・電子税金計算書
• 電子的行政申請・税金の申告、納付







国税庁：HomeTaxサービス
www.hometax.go.kr

• 納税証明、事業者登録証明、所得金額証明、納
税事実証明、廃業事実証明、休業事実証明の電
子的発行

• 源泉税、証券取引税、印紙税、教育税等の電子
納付

• 電子告知書納付、国税電子納付確認書の出力
可能

• 電子申告：付加価値税27．4％、源泉税77．6％、
特別消費税55．5％



国税庁：HomeTaxサービス
www.hometax.go.kr

• 電子的サービス申請： HomeTax接続＝＞電子
証明書申請＝＞紙証明書の出力＝＞機関提出
＝＞文書番号で内容確認

• 電子的行政サービスの70％、年250万の人利用
予想

• 英文証明17種へ拡大
• 利用者IDか公認認証書の必要
• 業務の２５％電子的発行
• 9，100億の予算節約







調達庁：国家電子調達システム
www.g2b.go.kr

• 2002年10月開設：１分入札、20分落札
• 落札金額、落札業者、参加業者、順位の確認
• 2003年の成果：電子入札99，020件、参加人数

1540万4千人、取引金額20兆1千億
• 15万9千の会員：企業9万3千、機関2万6千
• 調達用品のshopping mall運営：45万5千件
• 入札の時間とコスト節約、透明性増大
• 業務の効率化



地方税インターネット納付システム
（http://etax.seoul.go.kr）

•目標：税務行政の透明性と地方税業務の
統合

•地方税の納付、申告、納付確認システム
•構築期間：2000年4月ー2001年12月

•住民税、事業所税、自動車税、地域開発
税等の地方税がクレジットカードとインター
ネットバンキングで納付





電子政府サービス１年の成果

• 行政の透明性増大
• 行政情報の共同利用：添付書類の削減
• 365日One Stopサービス提供
• 官庁訪問件数の減少
• 行政業務の効率性
• 行政満足度の増大



政府・企業関係の再構築

• 規制ー規制を受ける側
• 監視ー被監視者
• 協働生産者
• 政府は企画　－　企業は生産能力
• 垂直関係から水平的関係へ変化


